
１ 北海道家庭教育サポート企業等制度 登録企業のご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度、北海道家庭教育サポート企業等制度の趣旨にご賛同いただいた企業３者と協定を締結しました

ので、それぞれの企業をご紹介します。 

 

北工建設 株式会社（せたな町） 

 北工建設株式会社は「取組４ 学校行事への参加促進」「取組６ 「道

民家庭の日」等の普及」の２点を中心に、職場における家庭教育のよ

り一層の推進に取り組まれます。 

これまでにも、従業員の家庭教育の充実はもちろん、今金高等養護

学校の職場体験を受け入れるなど教育支援にも積極的に取り組まれ

ており、地域の教育力向上に努められてきました。 

 工藤社長は、「今後も学校行事に参加する際に休暇を取りやすくす

るなど、従業員が働きやすい環境を整えていくことはもちろん、地域の活性化に向けた取組を進めていき

たい。小中学校の職業体験などについても、希望があれば受け入れていきたい」と話されていました。 

 

小山靴店 （せたな町） 

 小山靴店は、「取組３ 地域行事への支援・取組」「取組５ 生活リズ

ム向上の取組」の 2 点を中心に、地域における家庭教育のより一層の

推進に取り組まれます。 

 これまでにも、地域のお祭りや教育委員会主催のイベントにおいて、

子どもたちを対象にそば打ち体験の講師をするなど、長年にわたって

子どもたちに学びの場を提供いただいていました。 

 小山社長は、「コロナ禍で行事も少なくなっているが、これからも

子どもたちとの関わりを通して、地域が元気になるような取組を続けていきたい。また、小中学校の職業

体験などについても希望があれば受け入れていきたい」と話されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●発 行：北海道教育庁檜山教育局 

●担 当：教育支援課社会教育指導班 

●電 話：0139-52-6525(直通) 

●メール：hiyakyo.seigaku1@ 

pref.hokkaido.lg.jp 

檜山教育局による地学協働活動推進のための広報             

第５号 令和４年（202２年）９月 

ひとづくり  や まちづくり

工藤社長（左）と近藤局長（右） 

近藤局長（左）と小山社長（右） 

職場の子育て環境づくり 
例）子育てについての従業員研修 
を実施する。 

職場見学・体験の実施 地域行事への協力・支援 

学校行事への参加促進 生活リズム向上の取組 「道民家庭の日」の普及 

例）地域・従業員の子どもを招き、働く
姿を見せたり、体験させたりする。 

例）地域の子どもや親が参加できる
行事・レクリエーションを実施する。 

例）従業員が参観日などの行事に 
参加しやすい環境を整備する。 

例）「早寝・早起き・朝ごはん」運動

など、生活習慣づくりに取り組む。 

例）毎月第3日曜日の「道民家庭の日」

などの普及啓発を行う。 
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北海道家庭教育サポート企業取組例 



 

 

 

２ 各町のイベントのご紹介（今金町） 

 

◇ ◆ ◇ 檜山教育局からのお知らせ ◆ ◇ ◆ 

セルフ江差（株）オカモト （江差町）  

 株式会社オカモトは「快適な未来生活の創造」の経営理念の下、様々な小売・サービス事業を全国展開

しております。その人事理念は「勤めてよかった（本人） 辞めたらだめよ（家族）」と掲げており、従業

員だけでなく家族にむけての様々な福利厚生にも注力されています。 

またＣＳＲ活動として、子供たちの成長や社会教育の一助になればとい

う思いから、道内の各事業所にてインターンシップや課外活動への場所提

供、職場見学の受入れを行うなど、学校支援についても積極的に実施いた

だいております。 

担当の方は「今後も地域の皆様へサービスの品質向上に努めるのはもち

ろん、福利厚生・休日制度の更なる拡充をはかり、家族の時間づくり・家

庭教育を応援していきたい」と話されていました。 

 

 

 

 「奥尻キッズ交流会×おくしりチャレンジスクール いまかね自然塾～交流編～」  

昨年度、今金町が主催した奥尻町訪問事業での交流をきっかけとして、７月 30 日（土）～７月 31 日（日）

に、今金町の美利河地区で小学生を対象とした奥尻町との宿泊交流事業を行いました。今金町から 12 名、

奥尻町から７名の参加がありました。 

初日は、今金町の自然体験活動として砂金掘り体験・岩石拾いを行い、

参加者それぞれが砂金を見つけることができました。夜には、BBQ と花火

をして交流し、最後にナイトウォークと称して、ホタル探しを行いました。

初めてホタルを見る子が多くとても感動していました。 

２日目は、クアプラザピリカで苺狩り体験を楽しんだ後、ピリカ旧石器

文化館で北海道教育大学非常勤講師の日下哉氏を講師に招き、前日拾った

岩石を活用した岩石標本づくりを行いました。中にはとても珍しい岩石も

あったようで、オリジナルな岩石標本になりました。 

コロナの影響もあり開催が心配されましたが、今金町こども会連合会や

青年会議、中学生等の様々な方の協力があり無事に実施することができま

した。２日間と短い期間でしたが、今金町と奥尻町の子ども達の交流も活

発に行われ、２町にとって良い交流の機会となりました。 

参加者からは、「今度は奥尻町に行きたい」「中学生になっても交流でき

る場があると良い」等の声がありました。 

 

○今回のサポート企業の締結式（北工建設、小山靴店）の様子が９月１日付けの北

海道通信（日刊教育版）に掲載されました。 

○今後とも、学校や地域の子どもたちと連携したイベントについて、より広く情報

発信していきたいと考えています！！右のＱＲコードより、たくさんの情報提供

をお待ちしております。 ※ＱＲコードは（株）デンソー

ウェーブの登録商標です 

情報提供・アンケート 
はこちらから！！ 

自己紹介をしあう参加者たち 

砂金掘り体験を楽しみました 

今回の記事は、今金町教育委員会の樋口喬士
主事にご執筆いただきました。 

今金町教育委員会の樋口主事は「今後も檜山管内での交流事業を行っていけるよう検討し、チーム檜山と

して、子ども達へ様々な経験をさせたい。」と話していました。 

セルフ江差外観 


